
（ 1 ）　　第１８０号  ２０１９年（令和元年）５月１５日珠 算 お か や ま

●通常総会開催のお知らせ●
１．日時　令和元年９月１日（日）10時～12時予定
２．場所　岡山県珠算会館
３．議題　① 平成30年度事業報告並びに決算の承認

を求める件
　　　　　② 令和元年度事業計画並びに予算の承認

を求める件
　　★欠席の場合は必ず委任状を提出ください。

日時　令和元年９月１日（日）13時～
場所　岡山県珠算会館
講師　未定
演題　 未定

（詳細は後日送付）

指導者講習会　案内 令和元年度
会費納入のお願い

　諸会費を５月31日㈮までに地区会計又は支部事務
所へ納めてください。
  （期日厳守）

各種大会のご案内

支部新役員の皆
さんからひとこと頂きました

支部新役員の皆さん

臨 時 総 会 開 催
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公益社団法人全国珠算教育連盟

岡山県支部
岡山市北区東古松2-6-16
TEL 086-222-5420

発行者　尾﨑祈生子
編集者　秋元　朋子

文部科学省後援
全珠連珠算・暗算検定試験
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平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
（
日
）

　
　
　
　

十
時
半
～
十
二
時

　
　
　
　

於 

岡
山
県
珠
算
会
館

○
開
会
の
こ
と
ば

○
支
部
長
あ
い
さ
つ

○
平
上
理
事
長
あ
い
さ
つ

正
副
議
長
選
出
（
敬
称
略
）

　

議　

長　
　

嘉　

数　

秀　

彦

　

副
議
長　
　

土
井
原　

光　

子

　

書　

記　
　

西　

本　

多
美
子

　

議
事
録
署
名
人

　
　
　
　
　
　

近　

藤　

悦　

子

　
　
　
　
　
　

遠　

藤　

眞
智
子

定
足
数
報
告　

池　

上　

修　

生

　
　
　
　

会　

員　
　

八
十
六
名

　
　
　
　

出
席
者　
　

四
十
六
名

　
　
　
　

委
任
状　
　

三
十
五
通

　
　
　
　
　

計　
　
　

八
十
一
名

　
　

正
会
員
数
が
八
十
六
名
に
対

　

し
、
定
足
数
に
達
し
て
い
る
こ

　

と
を
報
告
。

議
事

　

第
一
号
議
案

　
　

令
和
元
年
度
・
二
年
度
新
役

　

員
の
承
認
に
つ
い
て

　

・
問
田
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り

　
　

経
過
報
告
が
さ
れ
る
。

　

・
十
一
名
の
新
役
員
を
紹
介
。

 

第
一
号
議
案
承
認

○
原
田
支
部
参
与
よ
り
閉
会
の
こ

　

と
ば

 

（
敬
称
略
）

支
部
長　
　
　

池　

上　

修　

生

 

（
代
議
員
）

副
支
部
長　
　

吉　

田　

弘　

芳

　

〃　
　
　
　

若　

林　

秀　

実

総
務
部
長　
　

若　

林　

秀　

実

総
務
副
部
長　

片　

岡　

か
お
り

研
修
学
対
部
長

　
　
　
　
　
　

杉　

本　
　
　

匡

研
修
学
対
副
部
長

　
　
　
　
　
　

若　

林　

秀　

実

検
定
部
長　
　

金　

光　
　
　

恵

検
定
副
部
長　

片　

岡　

か
お
り

競
技
部
長　
　

吉　

田　

弘　

芳

競
技
副
部
長　

片　

岡　

つ
や
子

広
報
部
長　
　

山　

本　

順　

子

広
報
副
部
長　

小　

林　

安　

子

監
査
委
員　
　

落　

合　

正　

治

　

〃　
　
　
　

嘉　

数　

秀　

彦

本
部
役
職

参
与　
　
　
　

問　

田　

基　

義

外
部
支
部
顧
問

　

〃　
　
　
　

伊
原
木　

隆　

太

　

〃　
　
　
　

大　

森　

雅　

夫

　

〃　
　
　
　

原　
　
　

寿　

男

　

〃　
　
　
　

宮　

武　
　
　

博

支
部
役
職

顧
問　
　
　
　

平　

上　

一　

孝

　

〃　
　
　
　

問　

田　

基　

義

参
与　
　
　
　

原　

田　

忠　

文

令
和
元
年
度
～

�

二
年
度

支
部
役
員
決
定

元号が改まり、新しい時代
の始まりに支部長という大役をお
受けすることになりました。
この重責を担うべく会員の先生方にご
協力をいただきながら、二年間努め
ていく所存です。

池上　修生

「全珠連の運営について」
「会議の進め方」の二点（平上理
事長の講演会）を念頭に置いて、円滑
な支部運営が出来る様会員皆様のご理解
ご協力を承りながら一生懸命頑張り
ます。何卒宜しくお願い致します。

金光　　恵

この度、前期に続き二期
目の常任委員をお受けする事と

なり、身の引き締まる思いです。あ
まりの大役にくじけそうになりますが、
いつも暖かく見守り、ご協力下さる皆
様に少しでもご恩返しさせて頂きた
く頑張りますので、宜しくお願い
致します。

若林　秀実

競技副部長を務めさせて
頂くことになりました。

ご迷惑を掛けるだけではと不安を感じ
ておりましたが、臨時総会後、今後の役
員のあり方等聞かせて頂き、先輩の先生方
のご指導を仰ぎ、前向きに学ばせて頂こ
うと気持ちを新たに致しました。ど
うか宜しくお願い致します。

片岡つや子

副支部長・競技部長と
いう大役を仰せつかりました。
一生懸命頑張りたいと思います。
諸先生方のご協力、宜しくお
願い致します。

吉田　弘芳

研修学対部長を務めさ
せて頂きます。分からない事
だらけでご迷惑をおかけする事
もありますが、よろしくお願
い致します。

杉本　　匡

今期、総務副部長・検
定副部長を務めさせていただ
きます。分からないことは先輩方
の助言を素直に聞きながら、二年
間精一杯頑張りますのでよろ
しくお願い致します。

片岡かおり

令和元年度 岡山県珠算競技大会
日　時　令和元年７月７日（日）

　　　　10：30～

場　所　岡山県生涯学習センター

全日本珠算選手権大会
日　時　令和元年８月８日（木）

　　　　9：00～

場　所　国立京都国際会館

中国五県珠算選手権大会
日　時　令和元年８月25日（日）

　　　　8：20～

場　所　岡山国際ホテル

二期目を務めさせて頂き
ます。前期で学んだことを活か

しながら、分からないことは先輩方
に教えて頂き頑張ろうと思います。広
報部として先生方に原稿をお願いする
事がありますが、快く受けて頂くと
とてもありがたいです。どうぞよ
ろしくお願い致します。

山本　順子

この度、広報部副部
長の役をお受けすることに
なりました。初めての役なので、
諸先輩方のご指導を受けながら
頑張っていきたいと思っていま
す。よろしくお願い致します。

小林　安子

　

三
月
三
十
日
の
珠
算
指
導
者

養
成
講
座
で
は
、
身
体
尺
・
万

葉
集
と
九
九
・
継
子
立
（
ま
ま

こ
だ
て
）・
生
活
や
季
節
の
中

で
の
数
な
ど
印
象
に
残
り
楽
し

く
聞
き
ま
し
た
。
前
夜
祭
で
は
、

青
森
の
ね
ぶ
た
囃
子
と
津
軽
三

味
線
の
生
演
奏
と
踊
り
で
歓
迎
を

受
け
た
私
は
初
め
て
体
感
し
大
迫

力
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

三
十
一
日
は
雪
が
舞
う
寒
い
中

研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
、
午
前
の

部
は
青
森
が
誇
る
、
誰
よ
り
も
故

郷
を
愛
し
続
け
た
芸
術
家
、
棟
方

志
功
の
人
生
と
作
品
へ
の
思

い
（
代
表
作　

二
菩
薩
釈
迦

十
大
弟
子
な
ど
）
を
興
味
深

く
聴
講
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
①
研
究
発
表
で

は
、
現
代
か
ら
始
ま
り
→
近

代
→
近
世
→
中
世
と
そ
ろ
ば

ん
の
ル
ー
ツ
に
辿
り
着
く
よ

う
に
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る

方
法
（
倒
叙
法
）
で
見
て
い
く

事
で
ス
ー
ッ
と
頭
に
入
り
分
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
。
次
に
わ

り
算
九
九
を
覚
え
て
い
れ
ば
即

答
え
が
出
せ
た
、
算
法
帰
除
法

を
実
習
し
ま
し
た
。（
時
代
劇

＆
そ
ろ
ば
ん
Ｈ
Ｐ
の
そ
ろ
ば
ん

算
法
を
ク
リ
ッ
ク
）

　

②
実
践
発
表
で
は
、
篤
志
面

接
委
員
の
委
嘱
を
受
け
盛
岡
少

年
院
で
の
矯
正
教
育
の
珠
算
指

導
時
の
様
子
、
変
化
な
ど
を
聞

き
「
更
正
で
は
な
く
更
生
」
の

意
味
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
最
後
の
研
究
集
会
で
盛

り
沢
山
の
新
た
な
学
び
が
出
来

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
六
十
五
回
全
国
珠
算
研
究
集
会

（
青
森
）に
参
加
し
て

金
光
　
　
恵
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合

格

お

め

で

と

う

第
三
八
九
回
・
第
三
九
〇
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
三
八
九
回
（
珠
算
）

　

四
段　

平
島　

遼
成
（
美
咲
）

　
　
　
　

伊
藤　

綾
香
（
備
南
）

　

参
段　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

　
　
　
　

舘
原　

琴
智
（
井
原
）

準
参
段　

人
見　

友
理
（
岡
山
）

　
　
　
　

岩
野　

匠
真
（
美
咲
）

　
　
　
　

平
松　

花
菜
（
矢
掛
）

　
　
　
　

西
本　

羽
菜
（
賀
陽
）

　
　
　
　

大
坪　

寛
和
（
井
原
）

第
三
八
九
回
（
暗
算
）

　

九
段　

寺
元　

智
政
（
岡
山
）

　

七
段　

藤
原　

陽
葵
（
賀
陽
）

準
六
段　

磯
山　

光
希
（
備
南
）

　
　
　
　

平
島　

颯
菜
（
備
南
）

　

五
段　

三
宅　

立
晃
（
備
南
）

準
五
段　

池
田　

詩
乃
（
岡
山
）

　

四
段　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　
　
　
　

太
平　

雪
菜
（
東
備
）

　
　
　
　

鳥
越　

悠
汰
（
矢
掛
）

　

参
段　

近
藤　

岬
希
（
美
咲
）

　
　
　
　

大
深
真
莉
菜
（
岡
山
）

準
参
段　

犬
飼　

百
音
（
備
南
）

第
三
九
〇
回
（
珠
算
）

　

四
段　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

　
　
　
　

難
波　

有
里
（
東
備
）

　
　
　
　

難
波
釉
希
叶
（
備
南
）

準
四
段　

川
﨑　
　

星
（
矢
掛
）

　
　
　
　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　
　
　
　

岩
本　

愛
子
（
井
原
）

　

参
段　

西
本　

羽
菜
（
賀
陽
）

準
参
段　

清
水　

悠
生
（
岡
山
）

　
　
　
　

野
口　

知
花
（
津
山
）

　
　
　
　

小
橋　

薫
乃
（
高
梁
）

　

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
季
節
で
す
ね
。

〝
令
和
〟
元
年
、
私
は
ま
だ
何
と
な

く
新
年
号
に
慣
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
ん

だ
ん
自
然
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
ね
。
平
和
で
穏
や
か
な
時
代
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
岡
山
県

支
部
も
会
員
の
皆
さ
ん
共
に
、
協
力

し
合
い
、助
け
合
い
、よ
り
よ
い
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
中
で
進
ん
で
い
け
ま
す

よ
う
に
‼
と
願
い
ま
す
。

　

次
期
新
役
員
も
決
定
し
、
私
た
ち

任
期
最
後
の
「
珠
算
お
か
や
ま
」
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
、
ご
協
力
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
原
稿
の
投
稿
等
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
Ａ
・
Ｔ
）

編
集
後
記

第
三
九
〇
回
（
暗
算
）

　

九
段　

首
尾
木
琴
花
（
倉
敷
）

　

六
段　

難
波
釉
希
叶
（
備
南
）

　
　
　
　

太
平　

雪
菜
（
東
備
）

　
　
　
　

前
尾　

優
輝
（
岡
山
）

準
六
段　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　
　
　
　

藤
野　

由
子
（
東
備
）

　

五
段　

岩
野　

匠
真
（
美
咲
）

準
五
段　

近
藤　

岬
希
（
美
咲
）

　
　
　
　

中
西　

彩
乃
（
岡
山
）

　

四
段　

槙
野　

七
映
（
高
梁
）

準
四
段　

伊
達
虎
ノ
介
（
備
南
）

　
　
　
　

小
西　

祥
生
（
邑
久
）

　

参
段　

大
塚　

一
輝
（
備
南
）

　
　
　
　

武
本　

栞
奈
（
矢
掛
）

準
参
段　

小
林　

峻
也
（
岡
山
）

　
　
　
　

門
田
こ
こ
ろ
（
邑
久
）

　

津
山
地
区　

大
山
由
起
子

 

（
実
父
逝
去
）

 

（
平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
）

お

く

や

み

珠
算
指
導
者
講
習
会

平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
（
日
）

会
場
　
岡
山
県
珠
算
会
館

　
◆
第
一
講
座

　
　
演
題
　
全
珠
連
運
営
に
つ
い
て

　
　
講
師
　
本
部
理
事
長  

平
上
一
孝
先
生

◆
第
二
講
座

　
演
題
　
読
上
算
に
つ
い
て

　
講
師
　
賀
陽
地
区
長  

平
上
　
博
先
生

　

四
月
七
日
（
日
）
午
後
か
ら
平

上
一
孝
先
生
、
平
上
博
先
生
に
よ

る
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
、
笑
い
も
あ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
学
び
の
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
人
の
先
生
か
ら
、
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

 

新
見
地
区　

後
藤　

菜
摘

　

講
師
の
先
生
方
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

育
児
奮
闘
中
で
、
ご
飯
の
時
間

と
塾
の
時
間
が
重
な
る
た
め
、
子

ど
も
優
先
と
な
っ
て
し
ま
い
、
な

か
な
か
塾
に
顔
出
せ
ず
、
手
伝
い

に
行
け
れ
て
な
い
日
が
続
い
て
い

る
中
で
、
講
習
を
受
け
る
た
び
に

塾
に
行
き
た
い
、
教
え
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

平
上
一
孝
先
生
の
全
珠
連
運
営

に
つ
い
て
の
話
で
は
、
た
く
さ
ん

の
分
か
り
や
す
い
資
料
を
は
じ
め

と
し
、
今
後
、
小
学
校
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
く
と
き
の
た
め
歴
史

が
書
い
て
下
さ
っ
て
お
り
、
勉
強

に
な
り
ま
す
。

　

４
号
会
員
の
増
加
と
聞
き
、
私

も
今
、
４
号
会
員
だ
、
と
。
今
後

１
号
会
員
へ
と
な
れ
る
よ
う
に
、

そ
う
い
う
機
会
と
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
珠
算
は
し
っ
か
り
と

生
き
抜
い
て
い
く
だ
ろ
う
、
と
言

わ
れ
て
た
通
り
、
私
自
身
も
そ
う

な
の
で
、
同
感
し
ま
し
た
。

　

平
上
博
先
生
の
読
上
算
の
話
で

は
、
私
は
読
上
算
が
一
番
好
き
で
、

そ
の
競
技
は
上
位
に
あ
が
れ
ま
す
。

な
の
で
、
と
て
も
楽
し
く
聞
い
て

ま
し
た
。
高
校
の
と
き
に
パ
チ
パ

チ
の
日
、
八
月
八
日
に
兵
庫
県
で

ひ
ら
か
れ
て
い
た
大
会
に
三
年
間

参
加
し
、
読
上
算
の
も
の
す
ご
い

桁
を
目
の
当
た
り
に
し
、
未
知
の

世
界
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
後
、

塾
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
平

上
先
生
の
よ
う
に
、
聞
き
や
す
く

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

 

津
山
地
区　

赤
堀
由
美
子

　

平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
に
、

臨
時
総
会
が
あ
り
、
そ
の
後
の
研

修
会
に
お
い
て
、
平
上
一
孝
先
生

の
全
珠
連
運
営
に
つ
い
て
の
、
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
の

歴
史
か
ら
、
全
珠
連
の
自
主
独
立

へ
の
道
、
そ
し
て
連
盟
の
現
状
等
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
見
直
し

を
し
て
、
人
と
人
と
の
、
繋
が
り

を
、
大
切
に
、
昭
和
か
ら
平
成
、

そ
し
て
令
和
に
と
繋
ぎ
、
若
い
世

代
の
人
達
と
、
資

質
の
向
上
を
高
め

て
共
に
前
進
し
、

会
員
の
輪
を
も
っ

と
仲
良
く
協
力
し

な
が
ら
、
岡
山
県

支
部
を
、
も
り
た

て
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ほ
ん
と
う
に
、

そ
の
と
お
り
で

「
指
導
者
の
資
質

の
向
上
な
く
し
て
、

そ
ろ
ば
ん
の
発
展

は
な
い
」
と
の
精

神
を
受
け
つ
ぎ
、
努
力
を
重
ね
て

頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

全
珠
連
が
目
指
す
珠
算
教
室
、
珠

算
指
導
者
に
な
る
よ
う
に
、
熱
い

心
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
岡
山
県
支
部
も
他

県
の
支
部
の
良
い
と
こ
ろ
を
導
入

し
、
よ
り
良
い
支
部
に
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

会
議
の
進
め
方
、
ス
ム
ー
ズ
に
、

円
滑
に
よ
り
良
く
進
め
る
仕
方
等
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
第

二
講
義
で
は
、
平
上
博
先
生
の
読

上
算
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
読
上
が
苦
手
な
の
で
、

す
ご
い
‼
す
ご
い
‼
と
思
い
な
が

ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
講
習
会
で
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
二
日
よ
り
、
メ

ル
パ
ル
ク
京
都
で
開
催
さ
れ
た
、

第
七
回
人
材
育
成
講
習
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
全
国
各
地
よ
り
、
三

十
八
名
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
、

全
珠
連
史
・
検
定
運
営
・
珠
算

史
・
算
法
・
Ｐ
Ｃ
活
用
法
・
生

徒
指
導
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
様
々
な
講
習

を
受
け
ま
し
た
。

　

中
で
も
第
一
講
座
は
印
象
的

で
、
平
上
理
事
長
よ
り
全
珠
連

史
・
組
織
の
現
状
と
運
営
及
び

展
望
の
講
習
を
受
け
、
全
珠
連

の
成
り
立
ち
、
検
定
試
験
制
度
の

歴
史
、
主
要
事
業
の
歴
史
に
つ
い

て
詳
し
く
講
義
し
て
頂
き
ま
し
た
。

珠
算
教
育
者
に
よ
る
珠
算
事
業
の

理
念
の
元
、
全
珠
連
が
誕
生
し
、

時
代
に
合
わ
せ
て
検
定
試
験
の
改

正
、
新
た
な
検
定
試
験
の
施
行
が

行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
事
を
学
び
、

先
人
の
先
生
方
の
努
力
と
苦
労
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
講
義
の
最

後
に
は
、
連
盟
の
基
本
姿
勢
を
改

め
て
学
び
、
自
ら
の
資
質
向
上
に

努
め
、
次
代
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
絶
え
ず
考
え
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
、
こ
の

後
続
く
三
日
間
の
講
習
で
、
し
っ

か
り
学
ん
で
帰
ろ
う
と
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
事
の
時
間
や
班
発
表

の
時
間
に
、
参
加
さ
れ
て
い
る
先

生
方
と
意
見
交
換
を
し
、
い
い
刺

激
を
受
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
教
え
て
頂
い
た

「
人
財
」
替
え
の
利
か
な
い
人
に

な
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
資
質
向

上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
頂
い
た
岡
山
県
支
部
に
感
謝
致

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　今年も寒い季節、インフルエンザの流行している中、69校と希望される学校も多く、
３年生4,291名、４年生100名、合計4,391名と、スケジュール調整がたいへんむずかし
かったことと思います。その中から50校の小学校から、アンケートが戻ってきました。
ご報告いたします。

１．授業内容について
　①こどもたち（児童）は、どう感じましたか？
　　ア．新鮮に映って大変よろこんだ。……………… 96％
　　イ．あまり良い感じを持てなかったようだ。……  0％
　　ウ．どちらともいえない。…………………………  4％
　②こどもたち（児童）にわかりやすかったですか？
　　ア．わかりやすく児童もよく理解したと思う。… 75％
　　イ．あまり良く理解できなかったと思う。………  1％
　　ウ．どちらともいえない。………………………… 24％
　③連合会発行の「たのしいそろばん」は授業に使われますか？
　　ア．使う。…………………………………………… 55％
　　イ．使わない。……………………………………… 12％
　　ウ．未定。今後検討したい。……………………… 29％
　　エ．なし………………………………………………  4％
２．そろばんボランティア指導について
　①来年度実施した場合、希望されますか？
　　ア．来年も希望する。……………………………… 84％
　　イ．希望しない。……………………………………  0％
　　ウ．未定。今後よく検討したい。………………… 16％
　②時間数は、何時間がよいと思われますか？
　　ア．２時間…………………………………………… 49％
　　イ．３時間…………………………………………… 34％
　　ウ．４時間…………………………………………… 14％
　　エ．他に希望する時間………………………………  3％

　学校の先生方からは、計算が得意でない児童も意欲的に取り組み、そろばんでの計算に親しんでい
ました。いつもと違う考え方を教えていただき新鮮に感じていたと思います。という感想がありました。

地 区 授業時間
（１時間単位）

岡 山 153
矢 掛 22
津 山 147
備 南 70
勝 英 27
邑 久 40
井 原 6
高 梁 18
新 見 10
賀 陽 15
東 備 30
美 咲 30
合 計 568

平成30年度
地区別授業時間

平成30年度ボランティア事業終了

お
詫
び
と
訂
正

左
記
の
号
の
「
珠
算
お
か
や
ま
」

に
訂
正
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
一
七
七
号

　

初
孫
の
お
祝

 

吉
備
地
区　

秋
田　

悦
子
（
誤
）

　
　
　
　
　
　

↓

 

吉
備
地
区　

秋
田　

玲
子
（
正
）

◆
一
七
八
号

　

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会

　

○
個
人
総
合
競
技

　
　

小
学
生
の
部

 

三
位　

平
田　

翔
馬
（
誤
）

　
　
　
　
　
　

↓

 

平
田　

翔
真
（
正
）

第
七
回
人
材
育
成
講
習
会
に
参
加
し
て

備
南
地
区
　
問
田
　
隆
大


